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○二次医療圏を越えた情報連携や遠隔カンファレンス機能

○糖尿病等の疾病別に管理し、情報を共有できる機能

○退院時の受入医療機関等の検索機能
○退院時の受入医療機関等の検索機能

○介護の連携による

○病診連携のさらなる推進
○一時的なバックアップ機能の付与

福島県の医療情報ネットワークについて 

病院 診療所 

中核病院 

老健施設 薬局 

新規整備 新規整備 

追加整備 

二次医療圏内のネットワーク 

基幹システムの整備 

新規整備 

 

○二次医療圏を対象 

○中核病院を中心とした、病

病連携、病診連携を目的 

○厚労省交付金を財源とした

基金（再生基金、復興基金）

で整備 
 

 

○全県を対象 

○薬局や老健施設も参加し

た多職種連携を目的 

○総務省事業補助金で整備

（県を経由した間接補助） 
 

これまでの支援内容 今後の支援内容 

全県のネットワーク基盤、

情報提供病院の地域連携

GW、診療所のASP型電子

カルテ、ASP型老健支援シ

ステム、薬局の調剤情報

の共有システム等を整備 

病院や一部の診療所の

電子カルテやPACS等の

院内整備や、中核病院の

ネットワーク基盤等を整

備 

○診療科の地域偏在に伴う二次医療

圏を越えた患者への対応 

○在宅医療の推進のための多職種間

の連携の必要性 

 

○全県域の医療情報の連携により、診療科の偏在による二次医療

圏を越えた患者への対応が円滑になる。 

○病病連携、病診連携がさらに進むことで、医師の負担軽減や患

者の待ち時間短縮につながる。 

○検査データや調剤情報を共有することで、糖尿病など疾病別に

情報を管理することができ、患者に対するきめ細やかな支援が可

能となる。 

○多職種（特に介護分野）との連携により、在宅医療の取組が強化

される。 

○調剤情報をクラウド上に集約することで、災害時の備えとなる。 

事業の効果 


